
【問合せ先】 ※まちづくりニュースに関するご意見は、下記までお問い合わせ下さい。

さいたま市 都市局 まちづくり推進部 与野まちづくり事務所 管理係
住所：〒３３８-８６８６ さいたま市中央区下落合５-７-１０ (中央区役所4階)
電話：０４８-８４０-６１５３ ファックス：０４８-８４０-６１５５
メールアドレス：yono-machidukur i@city.saitama. lg . jp

令和２年度 総会のご案内

開催日時

会 場

令和２年６月１３日 （土） 10時00分

さいたま市中央区役所3階 大会議室

議 題
令和元年度事業報告及び決算、役員の改選
令和２年度事業計画（案）及び予算（案）

基調講演「公共施設再編に向けた地域の関わり方について」
講師：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社 主任研究員 西尾 真治 氏

プロフィール

2010年から4年間、さいたま市行財政改革推進本部副理事（任期付採用）に就

任し、現在は、さいたま市公共施設マネジメントアドバイザーとして、さいたま

市の公共施設マネジメントを先導。

その経験を生かし、アドバイザーとして、全国各地の公共施設マネジメントの

取組を支援。

・本協議会の総会は公開しますので、当日お気軽に会場へお越し下さい。（事前申込みは不要です。）

なお、傍聴席には限りがありますので、ご了承ください。

・駐車場には限りがありますので、徒歩又は公共交通でお越しください。

芸術劇場と地域が連携したまちづくり分科会
［与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン リーディングプロジェクト４］

第４回分科会を開催しました！

「令和２年度アートフェスティバルよのだもんね！の実施について」及び「手形レリーフ設置と環

境整備の検討について」等意見交換を行いました。主な意見は以下のとおりです。

また今回から、本事業の連携先である彩の国さいたま芸術劇場の担当者がオブザーバーとして参加

することとなりました。今後は、「芸術劇場と地域が連携したまちづくり」の実現に向けて、芸術劇

場の意見を直接伺いながら、現状や課題等を整理するとともに、地域の賑わいを創出できるような具

体的な連携施策等について、引き続き協議していきます。

【令和２年度アートフェスティバルよのだもんね！の実施について 】

●芸術劇場自主事業との同時開催を検討していく。

●本市ゆかりのアーティストや与野本町駅周辺の複数の学校に出演参加

を呼び掛ける。

【手形レリーフ設置と環境整備の検討について】

令和元年８月設置

寺島しのぶ

●令和元年度をベースに、準備工程やイベント内容における課題を検討し、

令和２年度実施に向けて協議していく。

※令和元年度は台風１９号の影響により中止

書道パフォーマンス（180cm×180cm）
与野高等学校書道部制作の案内表示

【手形レリーフ設置と環境整備の検討について】

●シェイクスピア・シリーズが37作品中3５作品まで進んでお

り、残り２作品終了までは引き続き、手形レリーフ設置と環

境整備の検討を行っていく。

シェイクスピア・シリーズ終了後の手形レリーフ設置につい

ては、本分科会の中で検討していく。

●アートストリートエリアのPR方法について検討していく。令和２年３月設置

宮本裕子

※新型コロナウイルスの影響により、中止や内容の変更をする
場合があります。詳しくは、市ホームページ又は問合せ先へ。

発行元 与野本町駅周辺地区まちづくり推進協議会

まちづくりニュース
与野本町駅周辺地区

第１１号

【発行月：令和２年４月】

＜中央区役所周辺をはじめとした３拠点の強化分科会＞

◆ 与野本町駅周辺の利便性向上に係る取組について意見交換しました

◆ 与野中央公園の整備計画の進捗状況について共有しました

◆ ワークショップ「中央区役所周辺のまちづくり第２弾」の開催結果

＜歴史を伝える本町通りのまちづくり分科会＞

◆ 前庭空間活用・街並みルール案について、意見交換を行いました

◆ 本町通り交通社会実験の実施状況について共有しました

＜芸術劇場と地域が連携したまちづくり分科会＞

◆ 第４回分科会を開催しました

＜ご案内＞

◆ 令和２年度総会のご案内

第１１号のトピックス
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中央区役所周辺をはじめとした３拠点の強化分科会
［与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン リーディングプロジェクト１］

与野本町駅周辺の利便性向上に係る取組について意見交換しました！

与野中央公園の整備計画の進捗状況について共有しました！

市から駅周辺の利便性向上に係る施策（案）について、以下

のとおり、情報提供がありました。

また、施策（案）に関連する「地域団体等の滞留空間の使い

方」、「駐輪場の利便性に係る地域の取組」といった地域との

協働の取組について意見交換を行いました。

利 便 性 向 上 に 係 る 施 策 （ 案 ）

・駅前広場の改修

・交通安全施設の充実

・一時駐輪の利便性向上に係る地域等との調整

・滞留空間や休憩施設の改善 ・・・・など

市から、与野中央公園の整備計画の進捗状況について説明を受け、意見交換を行いました。

令 和 元 年 度 の 取 組 内 容

●造成計画について

・先行的に造成する範囲の検討

●鴻沼川を横断する橋梁について

・橋梁形式の検討や、ボーリング調査

●一体型調節池（埼玉県施行）について

・底面利用方法や貯留量の見直しに関する協議

●公募設置管理制度（Park-PFI）等の活用による

公民連携事業の導入について

・サウンディング市場調査

・事業手法や施設提案等に関する意見交換

◆基本計画図に付替道路等
の位置を重ねたもの

複合スポーツ施設
（規模：検討中）
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中央区役所周辺をはじめとした３拠点の強化分科会
［与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン リーディングプロジェクト１］ 歴史を伝える本町通りのまちづくり分科会

［与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン リーディングプロジェクト３］

前庭空間活用の検討を行い、本町通り沿

いの一山神社の冬至祭に合わせて取組を実

施しました。

また、街並みルール案においては、安心

して歩ける歩行空間、賑わいづくりのため

の前庭空間活用、街並みの統一感の創出の

３点について、意見交換を行いました。

今後のまちづくりニュースでは、街並み

ルール案の取りまとめ結果について、報告

していきます。

市が実施している本町通り交通社会実験の実施状況について、情報提供がありました。交通量調査や沿道住民

アンケート調査等の結果をもとに、今回の交通社会実験は、当面の間、継続的に実施すると伺っています。

分科会においても、本町通りの更なる改善に向けた意見交換を行っていきます。

本町通り交通社会実験の実施状況について共有しました！

前庭空間活用・街並みルール案について、意見交換を行いました！

2.0m

＜交通社会実験の結果＞
・「歩きやすくなった」との多く回答があり、「社会実験を継続すべき」との声も多かった。
・車道幅員を狭めることに関して、自動車交通量に大きな変化はなく、自動車走行環境に関しては、
影響がないとの意見が多かった。
・本町通りにおける事故件数は、増加しておらず、実験開始後の約4か月間で人身事故は発生してい
ない。

対象：交通社会実験区間を中心とした、本町通り沿道世帯
方法：直接配布、郵送回収

時期：令和元年12月26日（木）～令和2年1月15日（水）
回収票数：回収数132票（配布数520票）、回収率25.4％
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無回答 8.3%

■車道幅員を狭めて路側帯（歩行空間）
を広げる取り組み

■安全な歩行空間を実現するための
今後の取り組み

■交通社会実験の今後の方向性

沿道住民アンケート調査結果（抜粋）
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その他 無回答

■どのような「まち」を目指すべきか（２つまで回答）

※調査結果の詳細につきましては、さいたま市ホームページに掲載しております。
【さいたま市ホームページ  https://www.city.saitama.jp/001/010/015/006/p065934.html 】
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一山神社の冬至祭に合わせて、沿道の方
の協力を得て、周辺の前庭空間にキッチ
ンカーの出店や椅子などを設置しました

前庭空間に設置している机やイスに
PRのロゴを付けています

１ 班 ２ 班 ３ 班

・芸術のまちとして与野をアピー
ルするため、文化センターと図
書館を駅近に配置

・駅からの動線を確保するため、
鴻沼川沿いに緑道を配置し環境
空間緑道に繋げる

・みんなが集まる場所で世代間交
流を育むため、老人福祉セン
ターと児童センターを広場・公
園に隣接して配置

・東西の敷地を繋ぐため、施設の2
階をデッキで接続

・建物があって公園があるのでは
なく、公園や緑の中に建物があ
るイメージ

・図書館をまちづくりの中心と考
え、全体の結節点とするため敷
地の中心に配置。

・民間駐車場を旧与野公民館敷地
（飛び地）に配置し、民間に貸付

・駅方面からの新たな顔とするた
め、公園を駅近に配置（公園は
鴻沼川を活かして親水公園とし
て利用、ボールを使える空間や
エアートランポリン等の新しい
ものを導入。）

・川沿いを散歩できるように、散
策路を鴻沼川沿いに配置

・子どもとお年寄りが公園に出や
すくするため、老人福祉セン
ターと児童センター等を公園に
隣接させて配置

・住宅地に配慮（日当たり等）し、施
設を住宅地から少し離れて配置
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Ｎ

ワークショップ「中央区役所周辺のまちづくり第２弾」の開催結果

結 果 の 概 要

・市が進める中央区役所周辺の公共施設再編の施設配置の考え方
などについて話し合い、意見やアイデアを出しました。

～・～・～・～・～・～・～・～ ま と め ～・～・～・～・～・～・～・～

・公園や緑道を駅から敷地までを繋ぐ機能として配置 ・公園や広場を各施設を繋ぐ機能として配置

・区役所を北東(法務局南側)に配置 ・図書館とカフェ（飲食施設）を合築

・大きなオープンスペース（公園・広場）を鴻沼川沿いに配置 等

開催日：令和元年１２月２２日（日）

参加人数：１８名（公募による応募者６名）

話し合った内容：中央区役所周辺での過ごし方のイメージ、
各施設の配置位置・理由、合築する施設など
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